
奥州市社会福祉協議会では、５課27事業所の約280人
の職員が働いています。このコーナーでは、市民の皆さ
んに社協職員の仕事の内容を知っていただけるよう事業
所を紹介していきます。
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Q どのような仕事をしていますか？

　真城放課後児童クラブは、線路わきに施設があります。１日に
何本も普通列車や貨物列車が通り、時には最高級の周遊型寝台列
車四季島を見ることができます。列車や踏切の音で賑やかではあ
りますが、それに負けずこどもたちも元気に毎日過ごしています。
　現在は１～４年生65名のこどもたちが利用し、一輪車・ドッ
ジボール・外遊び・レゴブロックなど各々好きなことをして過ご
しています。真城放課後児童クラブでは、３年生がリーダーとな
り行事や班活動に取り組んでいます。特に今年度は、班活動に力
を入れ、他学年と関わりを深め、協力する力を身につけることが
できるように、班での取り組みを増やしています。

Q 真城放課後児童クラブの特徴を教えてください。

　所長、主任、放課後児童支援員、
補助員、あわせて９名です。

Q 真城放課後児童クラブの職員は何名ですか？

　就労等で昼間保護者が家庭にいないこどもたちを対象に、安心して過ごせる居場所を提供し、遊び
や生活を通して健全育成を行っています。また、安全面に配慮しながら、こどもたちが主体的に過ご
せるような環境づくりもしています。

Q 仕事をしていて嬉しかったことを教えてください。
　新しいことにチャレンジしてできた時の嬉しそうな顔や、
「先生～先生～」と学校や家での話をしてくれる時、行事
のあとに「楽しかった～またやりたい！」と言ってくれた
時など、こどもたちのキラキラした笑顔が見られたときで
す。こどもたちのキラキラ笑顔が私たちの活力にもつなが
っています。
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介護サービスを
提供して入ったお金
347,322,322円
30.7％

介護サービスを
提供して入ったお金
347,322,322円
30.7％

前期末支払資金残高
143,234,004円
12.6％その他

51,685,584円
4.6％事業を実施して

入ったお金
8,366,327円
0.7％

住民からいただいた
共同募金の配分金
25,071,567円
2.2％

住民からいただいた
会費・寄附金
37,173,114円
3.3％

児童福祉サービスを
提供して入ったお金
278,443,928円
24.6％

児童福祉サービスを
提供して入ったお金
278,443,928円
24.6％

奥州市・岩手県社協等
から入ったお金
241,541,930円
21.3％

奥州市・岩手県社協等
から入ったお金
241,541,930円
21.3％

1,132,838,776円
収 入

993,390,522円
支 出

介護予防事業や
グループホームの運営など

388,665,805円

39.1％

介護予防事業や
グループホームの運営など

388,665,805円

39.1％

福祉センターの運営費など
58,869,105円
5.9％

その他
10,512,130円

1.1％

●収入の内訳 ●支出の内訳

事業報告・決算報告事業報告・決算報告
※令和７年度事業報告・決算報告の全文は、市社協ホームページに掲載しています。

　「第３次奥州市地域福祉活動計画」の最終年度として、また「奥州市社会福祉協議会
発展・強化経営計画」に基づき、地域福祉の更なる充実と市民の福祉への信頼と期待
に応える法人経営の確立を目指し、事業を推進いたしました。

　収入は会費収入をはじめ、補助金や受託金等（前期末支払資金残高を含む）で総額約
11億3,283万円となり、支出は地域福祉事業や介護保険事業、放課後児童クラブ等の運
営で総額約９億9,339万円となりました。収入と支出の差額約１億3,944万円は令和８
年度に繰越し、今後も福祉活動等に大切に使わせていただきます。

決算
報告

事業
報告

　こどもの居場所・こども食堂研修会や開設団体等を対象とした情報交換会の開催を通して、
様々なこどもの居場所の担い手育成に取り組みました。
　また、地域住民からのこども食堂新規開設に向けた相談に対応し、江刺地域と衣川地域の２
か所で新規のこども食堂の実施を支援しました。多世代交流を目的に実施した「まっちぃま
んぷくフェス2025」では、市内３か所のこども食堂運営団体と高校生による昼食の提供や
イベントブースの企画実施を通して、こどもや若い世代も主体的に参加する地域づくりに取り
組みました。

子育て世代を地域で支える仕組みづくり

　地域セーフティネット会議の普及と運営支援を行い、地域における生活課題の早期発見と
共有の仕組みづくりを進めました。地域内での気づきと支え合いの関係が深まり、課題解決に
向けた主体的な取組が広がっています。
　見守り・安心台帳や避難行動要支援者台帳の整備を進めるとともに、地域セーフティネット
会議と自主防災組織が連携して「災害時の安否確認や避難誘導」に取り組める支援体制の構築
を推進しました。

誰もが安全・安心に暮らせる地域づくり

　地域福祉コーディネーターを中心にアウトリーチを重視した
支援を展開し、潜在的な課題を抱える世帯の把握に努めました。
　市民後見人候補者名簿の登録者は８名となっており、うち２
名が後見人及び保佐人として活動を行っています。
　重層的支援体制整備事業と連動しながら、複雑化・複合化し
た生活課題にも柔軟に対応できる包括的な相談支援体制を整備
しました。

市民の暮らしや活動を支える体制づくり

発 展 ・ 強 化 経 営 計 画

　自主財源の確保と経営基盤の強化に向け、現状の課題
整理を行い、より実効性の高い具体的な財源確保策を第
２次発展・強化経営計画の重点項目として再編しました。

安定した財源確保のための取組み

　地域共生社会の実現に向けた重層的支援体制整備事業を本格実施し、制度の狭間にある課題や支援につな
がりにくい世帯に対して、地域福祉コーディネーターによるアウトリーチを通じて関係性の構築を図りながら、
地域資源や関係機関と連携した支援を行いました。また、地域セーフティネット会議等と連動し、地域にお
ける支え合い活動の推進や居場所づくりの支援を行うことで、地域全体で支える体制の構築を進めました。

新規事業の実施状況

　職員の専門性向上と中長期的なキャリア形成
を支援するため、「キャリアパス委員会」を計
４回開催し、「人材育成基本方針」を策定しました。

人材育成策の充実
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まんぷくフェスの様子♪
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地域福祉事業の
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設立20周年記念　第21回奥州市社会福祉大会
　多年にわたり社会福祉の発展に功労のあった方々を表彰し、感謝の意を表する
とともに、これまでの歩みを振り返り、誰もがこころの豊かさと幸せを実感でき
る「ともに生きる豊かな福祉のまちづくり」へ向けて、次なる10年への決意を新
たに開催します。
▼日　時　令和８年10月23日(金)午後１時～４時（開場 午後０時30分）
▼会　場　奥州市文化会館大ホール
▼日　程　午後１時00分　オープニングアトラクション
　　　　　午後１時30分　式典　＊挨拶　＊表彰　＊祝辞
　　　　　午後２時20分　記念講演
　　　　　　＊テーマ「東日本大震災から15年『奇跡の一本松』が見つめた未来
　　　　　　　　　　  ～前陸前高田市長が奥州市民に贈る『ささえあいの未来予想図』～」
　　　　　　＊講　師　戸羽　太 氏

▼問合せ　市社協総務財政課　☎25-6158

　神奈川県松田町出身。陸前高田市議会議員、助役・副市長を経て、平成23年２月に陸前高田市長に就任。就任
からわずか４週間後の平成23年３月11日に東日本大震災が発生。３期12年にわたり市長として「復興まちづく
り」や「ノーマライゼーションという言葉のいらないまちづくり」を推進し、全国へ復興の歩みを発信。令和５年
に株式会社オフィスTOBAを設立し、全国各地で講演活動を行っている。

生活支援「ささえあいの会」をご利用ください！

外出支援サービスをご利用ください！外出支援サービスをご利用ください！

運転ボランティア（有償）
募 集 中！

ささえあいの会で行う支援内容（例）
●食事の支度

●通院・外出の
　付き添い

※支援の内容や時間については、事前に打ち合わせを行います。 ※サービスの詳細や利用条件など、詳しくは各支所までお問い合わせください。

「ささえあいの会」まかせて会員（生活支援）「ささえあいの会」まかせて会員（生活支援）

ご利用いただける方

運転ボランティアの活動内容

「地域の役に立ちたい」「空いた時間を活かしたい」
そんな皆さんのご参加をお待ちしています！

●話し相手 ●その他の
　生活支援

●掃除・洗濯 ●買い物

「ささえあいの会」は、地域にお住まいの方が会員となり、生活のちょっとした困りごとを、
お互いに助け合う有償の生活支援サービスです。

●平日・土曜日
  （午前７時～午後７時）

１時間 600 円 １時間 700 円

●夜間・日曜・祝日
（左記時間以外）

利 用 料 金

有償ボランティア募集中！

奥州市社会福祉協議会
● 前 沢 支 所　　　 ☎ 5 6－2148
● 胆 沢 支 所　　　 ☎ 4 6－3111
● 衣 川 支 所　　　 ☎ 5 2－3144

問
合
せ
・
申
込
先

（市委託の福祉有償運送で前沢・胆沢・衣川地域に限る）

一般の交通機関を利用して外出が
困難な方をボランティアの協力で
福祉車両を使って通院や買い物な
どの外出をお手伝いします。

●要介護３以上で寝たきりや歩行が困難な方
●身体障害手帳１級をお持ちで歩行が困難な方
●その他、市長が必要と認めた方

ボランティアの皆さんの運転が、地域の安心と笑顔につながります。あなたの力をお待ちしています！

こんなときにご利用いただけます
通院・入退院
買い物
福祉施設への入退所 など

受付時間：月～金曜日（祝日・年末年始を除く）
　　　　　午前８時30分～午後５時15分

岩手県立大学との協働研究で見えてきた！

研究の概要

ー地域セーフティネット会議の分析結果からー
地域の支え合いが生まれる仕組み

地域の支え合いは、こうして生まれます！

奥州市の
地域福祉活動の
さらなる充実へ

奥州市社会福祉協議会と岩手県立大学は、地域セーフティネット会議を通じて、
住民主体の生活支援がどのように生まれるのかを明らかにするため、協働研究を行いました。

奥州市社会福祉協議会

◆ 調査対象：地域セーフティネット会議参加者

◆ 調査方法：アンケート調査（有効回答数171行政区）

◆ 分析方法：地域特性別にクロス集計を実施

◆ 調査時期：令和７年度

見守り

研究で分かったこと 地域特性ごとの支え合いの特徴

地域セーフティネット会議を通じてよかったこと

１　地域の一体感・連帯感が生まれた　　63件
２　必要な助け合いの仕組みができた　　46件
３　地域や人の役に立ったという充実感　44件

課題共有（会議） 生活支援の形成 専門支援（連携）
ご近所福祉スタッフや
民生委員等による
日常的な見守り

地域セーフティネット
会議において
要支援世帯や地域課題
等を共有

地域住民だけでは対応が
難しいケースは地域福祉
コーディネーターと
関係機関が連携

課題共有を契機として
住民主体の生活支援
活動が形成

今後に向けて 地域の「つながり」が、安心して暮らせる
まちづくりの力になります。

これからも、みんなで支え合う地域を
つくっていきましょう！

見守りが支援の第一歩
ご近所福祉スタッフなどの見守りが、
課題の早期発見につながっている。

見守りやマップの活用などを
通して、住民同士のつながりや
関係づくりが進む

助け合いの文化を基盤に、
除雪支援などをルール化し、
みんなで支え合う

買い物支援や移動支援など、
生活に直結する支援を
試行・整備し、暮らしを支える

同じ仕組みでも、地域の特性に合わせた取り組みが行われています。

地域で話し合うことで支援が生まれる
地域セーフティネット会議での課題共有が、住民主体の生活支援
のきっかけになります。

地域によって支え合いの形が違う
地域の特性に合わせた支援の形が見られました。

住宅地 関係形成型

相互扶助型

生活支援型

農 業
地 域

中山間
地　域

● 見守り活動の担い手の確保・育成を進めます。
● 地域の実情に応じた支援の仕組みづくりを支援します。
● 専門機関と連携し、困りごとに寄り添う体制を強化します。

本研究は、令和７年度岩手県立大学地域協働研究（ステージⅠ 育成型）
「奥州市における地域福祉の現状と課題に関する研究」の助成を受け、実施した研究成果の一部です。

　※利用には事前登録が必要です。

●福祉車両の運転
●通院や買い物などへの送迎
●利用者の安心・安全な移動のお手伝い
　※介助は基本的にご家族等が行います。
　　運転が中心の活動です。

●福祉車両の運転
●通院や買い物などへの送迎
●利用者の安心・安全な移動のお手伝い
　※介助は基本的にご家族等が行います。
　　運転が中心の活動です。
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設立20周年記念　第21回奥州市社会福祉大会
　多年にわたり社会福祉の発展に功労のあった方々を表彰し、感謝の意を表する
とともに、これまでの歩みを振り返り、誰もがこころの豊かさと幸せを実感でき
る「ともに生きる豊かな福祉のまちづくり」へ向けて、次なる10年への決意を新
たに開催します。
▼日　時　令和８年10月23日(金)午後１時～４時（開場 午後０時30分）
▼会　場　奥州市文化会館大ホール
▼日　程　午後１時00分　オープニングアトラクション
　　　　　午後１時30分　式典　＊挨拶　＊表彰　＊祝辞
　　　　　午後２時20分　記念講演
　　　　　　＊テーマ「東日本大震災から15年『奇跡の一本松』が見つめた未来
　　　　　　　　　　  ～前陸前高田市長が奥州市民に贈る『ささえあいの未来予想図』～」
　　　　　　＊講　師　戸羽　太 氏

▼問合せ　市社協総務財政課　☎25-6158

　神奈川県松田町出身。陸前高田市議会議員、助役・副市長を経て、平成23年２月に陸前高田市長に就任。就任
からわずか４週間後の平成23年３月11日に東日本大震災が発生。３期12年にわたり市長として「復興まちづく
り」や「ノーマライゼーションという言葉のいらないまちづくり」を推進し、全国へ復興の歩みを発信。令和５年
に株式会社オフィスTOBAを設立し、全国各地で講演活動を行っている。

生活支援「ささえあいの会」をご利用ください！

外出支援サービスをご利用ください！外出支援サービスをご利用ください！

運転ボランティア（有償）
募 集 中！

ささえあいの会で行う支援内容（例）
●食事の支度

●通院・外出の
　付き添い

※支援の内容や時間については、事前に打ち合わせを行います。 ※サービスの詳細や利用条件など、詳しくは各支所までお問い合わせください。

「ささえあいの会」まかせて会員（生活支援）「ささえあいの会」まかせて会員（生活支援）

ご利用いただける方

運転ボランティアの活動内容

「地域の役に立ちたい」「空いた時間を活かしたい」
そんな皆さんのご参加をお待ちしています！

●話し相手 ●その他の
　生活支援

●掃除・洗濯 ●買い物

「ささえあいの会」は、地域にお住まいの方が会員となり、生活のちょっとした困りごとを、
お互いに助け合う有償の生活支援サービスです。

●平日・土曜日
  （午前７時～午後７時）

１時間 600 円 １時間 700 円

●夜間・日曜・祝日
（左記時間以外）

利 用 料 金

有償ボランティア募集中！

奥州市社会福祉協議会
● 前 沢 支 所　　　 ☎ 5 6－2148
● 胆 沢 支 所　　　 ☎ 4 6－3111
● 衣 川 支 所　　　 ☎ 5 2－3144

問
合
せ
・
申
込
先

（市委託の福祉有償運送で前沢・胆沢・衣川地域に限る）

一般の交通機関を利用して外出が
困難な方をボランティアの協力で
福祉車両を使って通院や買い物な
どの外出をお手伝いします。

●要介護３以上で寝たきりや歩行が困難な方
●身体障害手帳１級をお持ちで歩行が困難な方
●その他、市長が必要と認めた方

ボランティアの皆さんの運転が、地域の安心と笑顔につながります。あなたの力をお待ちしています！

こんなときにご利用いただけます
通院・入退院
買い物
福祉施設への入退所 など

受付時間：月～金曜日（祝日・年末年始を除く）
　　　　　午前８時30分～午後５時15分

岩手県立大学との協働研究で見えてきた！

研究の概要

ー地域セーフティネット会議の分析結果からー
地域の支え合いが生まれる仕組み

地域の支え合いは、こうして生まれます！

奥州市の
地域福祉活動の
さらなる充実へ

奥州市社会福祉協議会と岩手県立大学は、地域セーフティネット会議を通じて、
住民主体の生活支援がどのように生まれるのかを明らかにするため、協働研究を行いました。

奥州市社会福祉協議会

◆ 調査対象：地域セーフティネット会議参加者

◆ 調査方法：アンケート調査（有効回答数171行政区）

◆ 分析方法：地域特性別にクロス集計を実施

◆ 調査時期：令和７年度

見守り

研究で分かったこと 地域特性ごとの支え合いの特徴

地域セーフティネット会議を通じてよかったこと

１　地域の一体感・連帯感が生まれた　　63件
２　必要な助け合いの仕組みができた　　46件
３　地域や人の役に立ったという充実感　44件

課題共有（会議） 生活支援の形成 専門支援（連携）
ご近所福祉スタッフや
民生委員等による
日常的な見守り

地域セーフティネット
会議において
要支援世帯や地域課題
等を共有

地域住民だけでは対応が
難しいケースは地域福祉
コーディネーターと
関係機関が連携

課題共有を契機として
住民主体の生活支援
活動が形成

今後に向けて 地域の「つながり」が、安心して暮らせる
まちづくりの力になります。

これからも、みんなで支え合う地域を
つくっていきましょう！

見守りが支援の第一歩
ご近所福祉スタッフなどの見守りが、
課題の早期発見につながっている。

見守りやマップの活用などを
通して、住民同士のつながりや
関係づくりが進む

助け合いの文化を基盤に、
除雪支援などをルール化し、
みんなで支え合う

買い物支援や移動支援など、
生活に直結する支援を
試行・整備し、暮らしを支える

同じ仕組みでも、地域の特性に合わせた取り組みが行われています。

地域で話し合うことで支援が生まれる
地域セーフティネット会議での課題共有が、住民主体の生活支援
のきっかけになります。

地域によって支え合いの形が違う
地域の特性に合わせた支援の形が見られました。

住宅地 関係形成型

相互扶助型

生活支援型

農 業
地 域

中山間
地　域

● 見守り活動の担い手の確保・育成を進めます。
● 地域の実情に応じた支援の仕組みづくりを支援します。
● 専門機関と連携し、困りごとに寄り添う体制を強化します。

本研究は、令和７年度岩手県立大学地域協働研究（ステージⅠ 育成型）
「奥州市における地域福祉の現状と課題に関する研究」の助成を受け、実施した研究成果の一部です。

　※利用には事前登録が必要です。

●福祉車両の運転
●通院や買い物などへの送迎
●利用者の安心・安全な移動のお手伝い
　※介助は基本的にご家族等が行います。
　　運転が中心の活動です。

●福祉車両の運転
●通院や買い物などへの送迎
●利用者の安心・安全な移動のお手伝い
　※介助は基本的にご家族等が行います。
　　運転が中心の活動です。
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奥州市社会福祉協議会では、５課27事業所の約280人
の職員が働いています。このコーナーでは、市民の皆さ
んに社協職員の仕事の内容を知っていただけるよう事業
所を紹介していきます。
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社協のおしごと社協のおしごと

Q どのような仕事をしていますか？

　真城放課後児童クラブは、線路わきに施設があります。１日に
何本も普通列車や貨物列車が通り、時には最高級の周遊型寝台列
車四季島を見ることができます。列車や踏切の音で賑やかではあ
りますが、それに負けずこどもたちも元気に毎日過ごしています。
　現在は１～４年生65名のこどもたちが利用し、一輪車・ドッ
ジボール・外遊び・レゴブロックなど各々好きなことをして過ご
しています。真城放課後児童クラブでは、３年生がリーダーとな
り行事や班活動に取り組んでいます。特に今年度は、班活動に力
を入れ、他学年と関わりを深め、協力する力を身につけることが
できるように、班での取り組みを増やしています。

Q 真城放課後児童クラブの特徴を教えてください。

　所長、主任、放課後児童支援員、
補助員、あわせて９名です。

Q 真城放課後児童クラブの職員は何名ですか？

　就労等で昼間保護者が家庭にいないこどもたちを対象に、安心して過ごせる居場所を提供し、遊び
や生活を通して健全育成を行っています。また、安全面に配慮しながら、こどもたちが主体的に過ご
せるような環境づくりもしています。

Q 仕事をしていて嬉しかったことを教えてください。
　新しいことにチャレンジしてできた時の嬉しそうな顔や、
「先生～先生～」と学校や家での話をしてくれる時、行事
のあとに「楽しかった～またやりたい！」と言ってくれた
時など、こどもたちのキラキラした笑顔が見られたときで
す。こどもたちのキラキラ笑顔が私たちの活力にもつなが
っています。
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こども福祉課
真城放課後児童クラブ

職場
19

総務財政課
25－6158
胆 沢 支 所
46－3111

地域福祉課
25－6188
衣 川 支 所
52－3144

水 沢 支 所
25－6025

奥州市社会福祉協議会　連絡先

生活応援課
25－7171

江 刺 支 所
35－8081
こども福祉課
25－6158

前 沢 支 所
56－2148
介護事業課
51－1181

Ｐ２～３　事業報告・決算報告
Ｐ４ 岩手県立大学との協働研究の報告
Ｐ５ インフォメーション
 事業周知とボランティア募集
Ｐ６ 社協のおしごと

　まっちぃフェス第
２弾「こうさくフェ

ス」を

開催しました。市内
で活動する講師の方

々と

ともに、世代を超え
た新しいつながりや

交流

が生まれました。第
３弾もどうぞ

ご期待ください！
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